













































修行者儒童菩薩が、少女から蓮華を買い求め、過去仏の定光仏（＝燃燈仏）にその蓮華を捧げ、また同じく儒童菩薩が定 の前に広が 泥に自らの髪を敷くことで定光仏の足が汚れないよう し、そ 手厚い供養に因り定光仏から未来に成仏する授記を受け 話である。　
鴻慶寺の定光仏授記本生図は幅一・四メートル、高さ三











ガンダーラ、アフガニスタンに り、それが雲岡石窟をはじめとする北魏の造形に伝えられた。定光仏授記本生図構成には大きく分けて「異時同図法の説話的な表現形式」と「中央の定光仏を大きく表す礼拝像形式」 二つのがあり、雲岡石窟には両形式がみられる。例えば雲岡石窟第一二窟前室東壁上方 、定光仏を中心に大きく表現す





























































































提樹の下方には、元来成道像の光背に沿い付けられていたかと思われるふっくらとした五枚 蓮華の花びらのような形がみられる（図５） 。それらは放射状に並ぶため、あるいは釈迦から発せられた光 あるい 炎 表現のようにも見える。その花びら形の左 中央向きで三角帽を被り武装し猿顔をした魔王波旬と思われる人物が立ち、腰に左手で剣を横にして持ち、右手で三個の蓮蕾のついた茎を執る（図５） 。魔王の後ろには被り物をつけ丸い鏡あるいは団扇を持つ魔王の三人 娘 ちがい 。　
成道釈迦像を失った中央龕の右には九体、左には魔王と














































































































































り、中央上方に三尊坐像、その下方に蓮池、伎楽天、蓮華化生像を配する。少し彫り下げ窪んだところに浮き彫りされた中尊 は頭部を失い全高は一五〇センチ、膝張りは九〇センチある。禅定印をとり、衣を双領 垂式に纏い右足を露出し趺坐す 長い裳 は弧状の襞が左右対称 つくられ、下半身及び蓮華座蓮肉部分に半円を描くように大きく懸かる。蓮華座の覆 の蓮弁は立体的な丸みがあり弧を描いて連なる（図８、 ９） 。　
その像の右側には、中尊像より一回り小さい全高一一〇




































































































































慶寺石窟第一窟と龍門石窟では、基礎 なる信仰は釈迦、弥勒を中心とする共通の内容であったが、石窟の機能が異なっていたために、造形 あらわれ方に相違がみられ と推察する。　
本窟の破損摩滅の程度は著しい。一般に良質で完全な造









る。兪剣華・于希寧「澠池鴻慶寺石窟」 『文物参考資料』一九五六年第四期 李文生「澠池鴻慶寺石窟」 『中国石窟
　
龍門石窟（一） 』平凡社、一九八七年。前掲註（１） 『鴻慶寺石窟』 。楊超傑『洛陽周囲小石窟全録』第二巻一頁～五七頁、外文出版社、二〇一〇年 いずれも鴻慶 第一窟の仏伝美術の主題については言及す ものの、本生・因縁 西方浄土図について比定作業がおこなわれていない。
　　　
なお、本文で述べる通り、鴻慶寺石窟は北東に一二〇度


















































龍門石窟 （一） 』 平凡社、 一九八七年、 図二一二。























冒頭で述べたように、本窟の方角の記述が従来研究相互で異なり、前掲註（１） 『鴻慶寺石窟』で南面 するのが兪剣華・于希寧前掲註 では西面に当たる。
（
（（）　
兪剣華・于希寧前掲註 （２） 論文四九頁。前掲註（１） 『鴻
























































































































































































































































文」 『龍門石窟の研究』 京都大学人文科学研究所、 一九四一年。　　
：劉景龍・楊超傑『龍門石窟總録』全一二巻、中国
大百科全書出版社、一九九九年。
　　　
：劉景龍編著『蓮
華洞
　
龍門石窟第七一二窟』科学出版社、二〇〇二年
（
（（）　
前掲註（１） 『鴻慶寺石窟』一五六頁。
（
（（）　
石松日奈子、前掲註（
（（）書、一六三頁。拙稿「中国伝
統文化からみた龍門石窟―唐代の 「場」 を中心とした試論―」『佛教藝術』第三三〇号、二〇一三年。
［図版出典］（図１、３、４～８、
（0、
（（）河南省古代建築保護研究所編
『鴻慶寺石窟』中州古籍出版社、二〇〇八年 図版五、五二、六、一五、一〇、一七、七三、八一、八三。
（図２）水野清一・長廣敏雄『雲岡石窟』第九巻、京都大学人文
科学研究所 一九五三年、図版三九。
（図９） 『洛陽周囲小石窟全録』第二巻三一頁、外文出版社
二〇一〇年、図二四。
［付記］本稿作成のため鴻慶寺石窟を調査するにあたり 塩沢裕
仁先生、龍門石窟研究院の御支援を賜った。記してここに感謝する。
